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［北海道農業経済研究 第4巻第1号 1994.11] 

［特別寄稿］

「高山ージャッジ・モデル」の開発と適用
ー自伝的小史ー（続）

第2部 理論的、数学的完備化とモデル適用の拡張

高山

アーマデールという大学街に行くには先づシド

ニーに降り、其処からまた小さな国内線 (East-

West)で一時間半程北に向かって飛ばなければ

ならない。二月の寒々とした東京から私は真夏の

シドニーに飛び込むことになった。空から見下ろ

すオレソジ色のタイル屋根が何度か見慣れたサ‘ノ

フラソシスコ近辺を想い出させた。町並みに咲き

誇っていたハイビスカスの真赤な花が目に痛かっ

た。

シドニーでニ・三日休養しアーマデールに向か

ぅ。眼下に見えるニュー・イソグラソド高台地は

何か新しい世界を私に誇示しているかのようであっ

た。

ァーマデールの空港にはなつかしいジャック

（ルイス教授）のチョビ髭をつけた笑顔が待って

いた。ジョ‘ノ (JohnDillon教授りに紹介され

た。すぐオフィスに行き新しい研究仲間の何人か

に逢った。ここで私の“裸一貫”での「挑戦」、

チャレソジが始まる。裸一貫という言葉はこの町

の私にピッタリの表現であった。本はすべて札幌

に残して去った。参考文献は同僚の図書と大学の

図書館に頼ることとした。スーツケース一つの人

生が始まった。

ここに来て大学生の授業を受け持たなければな

らなかったが、学科主任（教授会会長）をしてい

たジャックが私の好きなトピックを教えてくれと
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いうので数理経済学一線形・非線形計画法を週に

二時間教えることとなる。これは私の頭の整理に

大変役立った。学生のほとんどは大学四年目、若

手の大学卒研究者が四、五人聴講していた。この

中から現在オーストラリアの経済学界に大いに貢

献している何人かの教授連中が産まれることとな

る。

私の第一の問題（というより課題といった方が

当たっている）は「エコノメトリカ」に載った

「空間均衡モデル」の“どこかがおかしい”と一

Reviewerが走り書きしたが2)、果たしてどこがお

かしいのか指摘出来ぬままに見落とされていた点

を見つけ出し、学界に発表する事であった。後に

なって考えてみると何でこんなことが判らなかっ

たのかと不思議に思うことがある。

この課題をつきつめてみると今は常識となって

いる不等式が未だに私自身の常識になっていなかっ

たと断言してもいいであろう。ー地域 (j=l,2, . 

., n)への輸入量 (Xii,i=l, 2, ... , m)の総

和 (~Xu) はその地域の総需要（消費）量 (Yi)

に等しいという常識は（弱い意味での）不等号を

用いた

~::;:xii+臨＋・・・・ +Xmi=~Xii

（すべてのjについて）

に、そして、ー地域 (i)からの輸出量 (Xii, j= 

1, 2, ... , n) の総和 C~Xii) はその地域の総産
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出量 (Xi)に等しいという常識は（弱い意味での）

不等号を用いた

JCi2Xi1+ふ＋・・・・＋応 =~Xii

（すべてのjについて）

に書き換えなければならなかったのである。

こうすることで、 1964年のペーパーに出て来る

「PriceFormulation (価格表示）」によるモデ

ルが解けなっかたり、 「QuantityFormulation 

（数量表示）」によるモデルの積分表現のまずさ

から解が得られなっかたりした。つまり1971年の

本で「IrregularCases」と説明した問題点が解

明でき、無理なく解けるようになることが判った。

あとは1964年のペーパーをキッチリ書き直し、

それを一般のコソケイプな関数表現の非線形計画

法に拡張することである。これは私とシドニー大

学の計量経済学講座主任教授アラソ・ウッドラソ

ド (AlanWoodland)君（当時私が彼の博士論

文指導教官であった）との共著 "Equivalence

of Price and Quantity Formulations of Spatial 

Equilibrium : Purified Duality in Quadratic 

and Concave Programming"として1970年の

「エコノメトリカ」に載った。これでわたしの第

ーの研究課題は一応完了することとなった。

第二の研究課題：部分均衡的空間・時間均衡理

論の一般均衡理論化は第一の課題と平行して行わ

れた。一昨年まで東京大学経済学部長をしておら

れた根岸隆教授が当時 (1965年）、ンドニーのニュ

ー・サウス・ウエールズ (NSW)大学に来てお

られ、国際貿易理論で国際的に有名なマレー・ケ

ソプ (MurrayKemp)教授のところで共同研究

をされていた。その次の年に根岸さんは愛子夫人

を伴ってアーマデールに寄って行かれ、また私の

妻のノラとシドニーにある根岸さんの住んでいた

太平洋の砂浜の延長のような海辺の見事なお宅に

寄ったりしたことを昨日のことのように記憶して

いる。

私はリサーチに関しては現実派であると自称し

ている。つまり、悪癖といってもいいかも知れな

いけれども、現実の世界で働く農民、実業家、諸

団体、政府（抽象の度合いは左から右に移行する

にっれて益々高まることは認めなければならない）

に無益なものは試みてみる価値がないと考えてい

る。この空間・時間（部分）均衡理論の一般均衡

理論化も所詮は抽象理論化に過ぎないと考えてい

た。しかし課題として残されたものを私自身の直

観で無視し続ける訳には行かない。

此の困難な課題には私の指導していたアラ‘ノ・

ウッドラソド君がうってつけであった。酪農家の

息子であるにも拘らずアラン君は非常に論理明哲

な青年であった。彼はこの課題を見事に解決し、

博士論文として「CompetitiveEquilibrium in 

International Trade」として私がイリノイ大学

に戻った次の年の1969年に完成した。これで私の

第二の課題は一応解決された。

私の第三の課題は私の開発したいろいろなモデ

ルの実際的適用を助けることであった。私自身に

は実際のデータと取り組んでいるだけの時間がな

かった。しかしこの時期には既に空間・時間均衡

理論にもとづいたモデルの適用は洋の東西にわたっ

て燎原の火のように広がっていっていた。

イリノイ、ぺ‘ノステート、アイオワ、ウイスコ

ソシ‘ノ各大学等での農産物の地域間競争モデルの

適用は後程ジョージと共同編集した「Studiesin 

Economic Planning over Space and Time」

というNorth-Holland社から1973年に出版された

本の中に一部収録されている。この中に収められ

ているJ.W. B. Guise and W. Aggrey-Mensahの

ペーパー "AnEvaluation of Policy Alternatives 

Facing Australian Banana Producers"は、ア

グラ・メソツァ君のニューイソグランド大学で私

の指導で進められた博士論文 (1970年完了）に基

づいていたので実に印象的なものであった。それ

は次のような理由による。

実証的研究では研究目的は明確に意識されてい
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ても、その目的を達成するためにはどのような分

析手段が最適かを検討しなくてはならない。最適

手段が見つかった場合、次に問題となるのはその

手段と実際に利用出来るデータとの間の「合い性」

の問題である。アグラ・メソツァ君の場合、分析

手段として時間均衡理論モデルを使いたいという

希望であった。データとしては1953年から1967年

に亘る15ヶ年間の毎日（週末を除く）のシドニー

卸売市場のデータが用いられた。私のモデルを利

用するためには最小限に必要とされる分析用具と

してバナナの消費者需要関数を計測しなくてはな

らない。供給量の方は競争市場の仮定のもとでは

歴史的な供給量、独占市場の仮定のもとでは供給

者（生産者）団体が或る程度コソトロールできる

と仮定した。

アグラ・メソツァ君は最初一年を単位とした需

要関数を各年について計測しようとした。この結

果、需要関数の計測結果はR2がたかだか0.2か

0.3になるといったみじめなものであった。代替

案として私は四半期毎の需要関数を計測するよう

すすめた。この結果は次にすすめた 1ヶ月毎、ニ

週間毎の需要関数の計測結果や先の一年毎のそれ

と殆ど同じく悲観的なものであった。アグラ・メ

、ノツア君はこの当りで匙を投げる瀕戸際であった

と思う。もう一息だから、そのままweeklydemand 

functionをやってみたまえ」という私の言莱を

聞きオフィスを出ていった彼の後ろ姿は疲れ果て

たかにみえた。次の日私のオフィスに駆け込んで

きた彼の態度は全く別人のように生き生きとして

いた。年間52週を通して各週の殆どすべての需要

関数の応が0.8,...__,0.99といった高さで出ている。

彼が驚くのも無理はない。線型需要関数ではある

けれど定数項と一次係数の t値も満足出来る値で

出ている。このような高い信憑性のある需要関数

が計測されていた以上次の段階での数理計画法

（高山・ジャッジモデル）は成功するはずである。

このようにしてアグラ・メ‘ノツァ君は私の下で上

級講師（助教授にほぼ等しい地位）をしていた故

人となったジョ‘ノ・ガイズ君（後に私の後釜とし

て教授を勤めた）の世話で高山・ジャジ・モデル

を利用し非常に有用な研究結果を得ることが出来

た。・

ここで注目すべきことは、農産物• 特にPerish-

ableな果物や野菜等では、これらの商品が商店の

棚の上では何日持つかといった技術的知識を持つ

こと（又このような知識も上のような計量経済学

的手法の適用によって初めてえられることになる

のであろう）が非常に大切であるということであっ

た。

バナナ市場に関するアグラ・メソツァ君の研究

は上のような意味で非常に印象的であった。今後

この分野で研究される方々の参考のためにここに

記録させていただく。

この頃日本では北大農経出身の佐々木康三君

（現筑波大学助教授）が次ぎ次ぎと畜産物の地域

問均衡問題を高山・ジャジ・モデルを中心として

先駆的研究を進めておられた。この結果は1969年

に始まる一連の「農業経済研究」に掲載されたペ

ーパーとなって現れた。

三年半のニューイングラソド大学での経済統計

学初代教授（現在はエコノメトリックス学科となっ

て私の教え子のBillGriffith君が教授をつとめて

いる）の職を辞し、再びイリノイ大学の要請でア

メリカの中西部に舞いもどることになったのは

1968年の秋であった。

スーツケース四個、妻のノラ、長男のトニー

（ニオ半）、長女のタニア（生後ニヶ月）を伴っ

てシャ‘ノペ‘ノ・アバナに戻って再び研究（農業経

済学）と週2時間の授業（経済学部、大学院の数

理経済学）を兼ねた生活を始めることとなった。

先にもたびたびふれて来たが1960年代にはアメ

リカ東部諸州の州際交易ー地域間競争が激化した

こともあって各州立大学、付属試験場の研究者・

実務家達は高山・ジャジ・モデルの利用に非常な
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興味を示していた。叉米国農務省のERS(Econo-

mies Research Service)では当時トニー・ロイ

コ (AntonyRojko)博士を中心とした連中が穀

物の世界貿易モデルを試験的に走らせていた。こ

のような状況で、私のやっていた研究はいくつか

の研究プロジェクトの形で資金がついた。この時

期、 1968年の秋から1969年にかけて私が研究者と

してやらねばならないと決意したことは次の一事

に盛きたといってよかった。即ち、これまで私が

開発したモデルを系統的にかつ可及的に完璧な形

で書き上げること。

ノース・ホラソド社から1971年に出版された

「Spatialand Temporal Price and Allocation 

Models」完成のための執筆生活が1968年の暮れ

から始まった。

ジョージは私がイリノイを去りオーストラリア

に動いた1965年後、第一部でふれた (firstorder) 

マルコフ・チェーソの研究に没頭して行き、私が

イリノイに再び帰った時は1970年にノース・ホラ

ソド社から出版されたリー君とアーノルド・ゼル

ナー（当時ウイスコ‘ノシ‘ノからシカゴ大学に教授

として移る）との共著「Estimatingthe Para-

meters of the Markov Probability Model 

from Aggregate Time Series Data」の完成に

努力していた。

当時の私にとって完成された原稿を世に送り出

してくれる出版社があるかどうは二の次であった。

兎に角「書き上げなければならない」、或る意味

で身勝手な言い方かも知れないけれども「私がや

らなければ誰もやる人はいない」といった気持ち

が私を駆り立てていた。

先づ系統立て、 「空間・時間モデル」について

書くには「空間・時間均衡理論」なるものについ

て、これまで確立されて来た静態一般均衡理論と

対比して、その相違を明確にする必要があった

（第 1部）、またマイクロ単位の部分均衡モデル

を単に経済全般にわたってaggregateしただけで

一般均衡モデルにはならないことも指摘する必要

があった（第五部）。更に地域（県・州等）市場

や各国市場を対象として物事を考える場合には、

非常に高度の抽象化（たとえば市場需要・供給関

数が代表的個人の需要・供給関数であるといった

風の）をしなければ一般均衡モデルにはならいと

いうことも明記する必要があった（第三、四部）。

モデル開発・理論発展の歴史的記述もしておく必

要があった（第二部）。最後に時間（動態）均衡

モデルに空間を導入しその実用性の限界を模索す

ること（第六部）が最も時間のかかる課題となっ

た。

此の時代は私やジョージにとって実に幸せな時

期であった。研究費はまだ充分なほどあったし、

大学院の学生に対するresearchassistantshipや

scholarship等も潤沢といってよい程あった。ヨ

ーロッパからの大学院生、台湾からの大学院生に

次いで日本からの大学院生がわれわれの研究を助

けてくれた。私の1971年にNorth-Holland社か

ら出された本「Spatialand Temporal Price 

and Allocation Models (STPAM)」の最後の

部分では現在筑波大学教授をしておられる大西春

男君がいろいろ貢献してくれた。この他にもオー

ストラリアから有給休暇をとって私の処で研究を

続けておられた今は故人となったJohnGuise君

（後に私の後任として教授となった）も各章の辻

悽の合うように非常な労をとってくれた。

このようにしてようやく原稿が最終段階にさし

かかった頃ジョージが出版社のいくつかと出版交

渉をはじめた。私自身はもってうまれた職人気質

から「この本を完結する」ことだけを念頭におい

て仕事をしていたので、この最終段階では非常に

嫌な思いをしたことを記憶している。教科書専門

出版会社のWileyとかMcMillanなどの大出版会

社は「君達の原稿は余り記号が多過ぎて出版費が

嵩む」という理由で出版をひきうけてくれなかっ

た。このころ経済学の分野で急速に成長を続けて
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きたNorth-Holland社が出版を引き受けてくれた。

地獄で仏にあったような気持ちになったことを今

でもなつかしく想い出す。後になって (1974年）

判ったことであるが、 North-Holland社の原稿審

査委員の一人であったJeanW ael broek教授（ベ

ルギーの FreeUniversity)が強力に私達の本を

出版するように出版者にすすめたとのことである。

「捨てる神あれば拾う神あり」とか言うように、

私にとってはまことに幸せなめぐり合わせであっ

た。

出版の準備をしている間にわれわれが1964年に

「エコノメトリカ」から出版したペーパーが

「SpatialEconomic Theory」 (TheFree 

Press)と題する単行本に収録され "General

Equilibrium Theory"の部の307-322頁にしめ

くくりの一章として載せられた。一般均衡理論の

モデル化のしめくくりとして認められ、エ‘ノケと

サミュエルソンのペーパーに続いてこのような本

に出版されることは非常に光栄なことではあるが、

先に書いた通り、空間均衡理論というのはこのよ

うな形で即座に一般均衡理論の体系になっていな

いことは私にとっては余りにも明らかなことであっ

た。このことは事を荒立てずに1971年の本の16章

に明確にすることにした。

このように私がこの本につんのめっている間に、

モデル適用の世界では数多くの有益な研究が世界

の多くの地域の研究者達によって発表されていっ

た。これらを取り纏め一冊の本にして出すことが

次の課題となった。

本の編集は実に大変な仕事である。特に自分自

身が理論編を書いた後ではなおさら大変なことで

あることが、身につまされてよく判ったのもこの

時期であった。タイトルは「Studiesin Econo-

mic Planning over Space and Time」として

North-Holland社が出版をひきうけてくれ、 1973

年に日の目をみることになる。この本のタイトル

に出てくる "EconomicPlanning (経済計画）”

には多少こだわったけれども EconomicDicision-

Making (経済の意思決定）といった意味で考え

ることにした。この本には世界各地から寄稿者が

あった。特にオラソダからはTinbergen教授、フ

リッシュ教授（ノルウェー）、日本からは築井教

授、佐々木君、今オーストラリアのモナシ大学に

おられる阿部君、アメリカからはサミュエルソソ

教授、故人となられたヘディ教授、デイ教授 (U

SC)、シュミッツ教授（現バークレー教授）等々、

又ドイツ、ハ‘ノガリヤ、アラプ共和国等からも寄

稿者があった。

このような編集の仕事を通して私の学問上の交

友の範囲が広がって行った。そして1973年の秋、

この本が739ページの大冊となり当時のドルで一

冊75ドルといった価格で市場にでることにになっ

た。私は冗談に「医学辞典のような価格で一体出

版者はこの本を売る気があるのかなあ？」とジョー

ジに言ったことを想い出す。世界の歴史というも

のは実に思い懸けない出来事を用意してくれるも

のである。要はそれを先取り出来るか否かにかかっ

ているのではないだろうか。

1972年世界は穀物の凶作に見舞われた。ソ連、

中国、イソドでの凶作は穀物価格の世界的高騰と

なってあらわれることになる。この現象に匝面し

ニクソソ大統領は大豆の日本への輸出を禁止する。

そして日本では大豆関連産業をはじめとする各産

業界にパニック状態を巻き起こすこととなった。

まさに世界各地をまたにかけた国際貿易を通して

の世界経済・政治のグローバル化が、東西への分

離化へのこれまでの冷戦に伴う動きを180度転換

させる契機をつくり出した。

政府問交易であれ一度交易の門戸が開かれれば、

その後は市場原理が浸透し始める。そして空間・

時間市場競争モデルが政治家・経済人の心の中で

活動を開始する。共産圏の市場経済との関係の深

化はこの時期に始まったと考えていいであろう。

医学辞典に近い値段で市場に出たこの本が私の
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予想に全く反して第一刷（通常1500部）が全部半

年もたたないかの間に売り切れてしまったと言う。

出版社の方では第二刷として第一版の半分位のペー

ジ数に縮小してくれといった要求をつきつけて来

た。ジョージは何とか出版社側の要求を容れてペー

パーの数を半分位にしてはと私に難問を持ち込ん

で来た。一度一冊の本を編集出版し、第二版で半

数の著者とペーパーを没として同じタイトルで出

版するという事は私の気持ちとしては出来なかっ

たのでこの要求は断ることにした。第二版はペー

パー・バックで二冊に分けて出版されることになっ

た。

イリノイ大学の経済学部では毎年のように世界

的な経済学者を招いて公開講演・セミナール等を

やってもらうことにしている。ポール・サミュエ

•ルソソ教授、ニコラス・カルドア教授、 ドソ・パ

ティ‘ノキ‘ノ教授、ジェームス・トービ‘ノ教授、ケ

ネス・アロー教授等を個人的に知る機会を与えら

れた事がわたしの将来のワシソトソでの生活にとっ

て大いに役立った。これらの学者の中で最も印象

的だったのはサミュエルソソ教授であった。公開

講演の内容は余り印象に残ってはいないが、次の

日の中講堂を埋めた三百人程の研究者・学生を前

にして「SpatialPrice Equilibrium」について

話された。勿論私とジョージの発表したいろいろ

なペーパーはよく承知の上でのことであるから私

としては「光栄身に余る」といった感じであった。

ところがサミュエルソソ大教授が最初の十分位で

彼の得意の「back-to-backdiagram」を使って

解をうる手続きを説明している処で単純な間違い

を犯した。私は講堂の中頃に座っていたが黙認す

る訳にいかず「サミュエルソソ教授、そうしたの

では問題は解けません」と注意の発言をした。彼

は講壇上で床に目を落とし一瞬立ち停った。次の

瞬間全く予期もしなっかった彼ならではの言葉が

静かに講堂に滲み入るかに思われた；「数理経済

学に日本人が、統計学にイソド人がいればアメリ

カ人は必要ない」。

昭和46年であったか、あの日以来私は彼の言葉

を想い起こしては彼の真に言わんとしたことを模

索し続けて来た。最近になって再びサミュエルソ

ソ全集を読み漁っている中にハッと気づいた。彼

の言わざりし言葉は「経済理論は私のものである」

ではなかったのかと。

しかし私は彼の住む「純粋経済理論」の世界に

は馴染めぬまま「応用経済学」の世界にのめって

行く運命を辿ることになる。

1973年末OPEC(石油輸出国機構）は、 1960

年に結成されて以来初めての攻勢を開始した。米

国・オラソダを対象として輸出停止 (EMBARGO)

体制をとることになった。次の年には既にOPEC

の何ヶ国かで石油企業のOPEC内での国有化が

始まっていた。昭和49年の秋口に私のオフィスに

ヴェネゼラのカラカス（首都）から電話がかかっ

てきた。 OPECのヴェネゼラ代表団（主として

鉱山石油省の首脳者を中心としたもの）の経済顧

問となってくれないかという依頼の電話であった。

当時の世界の、 OPECが直面していた問題は

国際政治問題ばかりではなく、経済• 技術を含め

た極めて複雑なものであった。私の開発した数多

くのモデルと世界（特にアメリカ）のエネルギー

経済との関連については拙著「転換期に立つアメ

リカ」 （篠崎書林、昭和58年）でアメリカ・エネ

ルギー省での私の経験（昭和54年,..._,56年）を通じ

ていろいろ書かせてもらってあるのでここで繰り

返すことは避ける。私個人としては「政治問題に

は絶対関与しない」という態度をとり続けた。残

された大きな問題は次の二つであった。 (1)OPEC 

の原油価格付けをどのようにして行ったらよいの

か。 (2) ヴェネゼラ •OPEC代表部での将来の

国際モデルの開発・実用化への試み。

第一の問題は基本的には（そして理想的には）

昭和39年にJFEに発表した「AnInterregional 

Activity Analysis Model of Agricultural 
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Sector」を利用すれば解決される。つまり原油か

ら生産される各最終生産物 (Down-Stream 

Products)の需要関数を各地域（国）について

計測し、これを二次（非線型）の目的関数に導入

し、各地域の原油•製油技術のマトリックスを農

産物の地域生産技術マトリックスに置き換え、更

に輸出地域から輸入地域への輸送費をモデルに導

入することによってモデルを構成し解けばいいわ

けである。この点に関しては拙著「AnApplication 

of Spatial and Temporal Price Equilibrium 

to World Energy Modelling」(1979,Paper of 

Regional Science Association)に詳しく論じ

てあるので参照されたい。しかしこの理想的なモ

デル構想とOPECが直面していた現実問題との

間には当時として乗り越えることの出来ない乖離

が存在していた。 OPECの多国籍企業の国有化

への対応策として後者はOPECの供給する原油

の価格づけを自分達でやらねばならぬ羽目になっ

たわけである。 OPECの頭脳であったヴェネゼ

ラにはこのようなモデルを構築する能力のある連

中は見当たらなかった。私のイリノイのグループ

には製油技術のマトリックスを取り扱える研究者

は一人もいなかった。結果は口‘ノドソのQueen

Mary Collegeのグループ（代表者はDeam教授）

にこの仕事を依頼することになった。実際に使わ

れたモデルは線形計画モデル（拙著 (1971)第15

章参照）というおざなりなものとならざるをえな

かった。この理由は(1)モデルの制約条件の数が

一万個をこえるものとなったこと（約47種類の原

油、 13をこえる輸出点、 10をこえる輸入点、約10

種類の最終生産物等々）、及び(2)このような大

規模なモデルを解くには非線形（二次計画法も含

めて）モデルの為に開発された当時のソフトウエ

アはあるにはあったが殆ど絶望に近かった、とい

う二つに集約できると思う。こうして造られたモ

デルは昭和50年当時のヨーロッパのコソピュータ

で解けず、アメリカに泣きついてセントボール・

ミネアボリスにあるコソビュータでやっと解けた

（その費用4万ドル！！）という逸話がある。以上

のようなOPECモデルの問題点については1979

年に発表した拙著（前ページに引用したもの）を

読んで頂きたい。

昭和48年から53年の5ヶ年間に私は二つの大き

な研究プロジェクトを手掛けることとなった。一

つは上にあげたヴェネゼラ鉱山石油省依託の「世

界エネルギーモデルの開発」であり、他の一つは

フォード財団と世界銀行との共同援助による「世

界農産物貿易政策評価モデルの開発」であった。

この後者の簡単な紹介については拙著「転換期に

立つアメリカ」に、そして更に詳細な要約は

「Applicationof the Spatial and Te~poral 

Price and Allocation Model to the World 

Food Economy」として昭和64年に出版された

単行本「QuantitativeMethods for Market-

Oriented Economic Analysis over Space and 

Time」 (Avebury出版社、私と Labys、Uri

による編集）の第10章に発表された。

昭和61年にはNorth-Holland社から各専門学界

における国際的な研究者の投稿によるHandbook

の一つ、 「Handbookof Regional and Urban 

Economics」の第 1巻第6章に「SpatialEqui-

librium Analysis」 (W.C.Labysと共著）がの

せられた。これには私がこれまで開発して来たモ

デルの世界的な適用例がいくつもあげられている。

又わたしの懸案であった二次計画法からのモデル

の開放が「LinearCmplemetarity Modelling」

という形で提案されている。勿論これは現在大阪

大学の教授をされている橋本君がイリノイ大学の

博士論文で既に試みた方法である。

需要関数や供給関数が非線型である場合（積分

可能条件を満たされない場合も含めて）にモデル

を拡張することは可能であるか？この問題に対す

る答えの一つとして「RecentDevelopments in 

Spatial (Temporal) Equilibrium Models 

-54-



Non-Linearity ,Existence and Other Issues」

がChapmanand Hall社から出された本「Inter-

national Commodity Market Models-Advances 

in Methodology and Applications」 (Gurenen

他編）の第3章に載せられた。これで需要関数が

線形であるというこれまでの批判から論理的に開

放されることとなった。論理的な開放は残念なこ

とにオペレーショナルな開放を意味しない。言葉

をかえていえば、非線形（高次の或いは積分不可

能な）モデルの解法の殆どが勾配法に依存するた

め二次計画法（ウルフ法）のような有限回収束性

をもたない。また、それほど大規模でない問題で

もいくつかの解が存在し、有意義な解がもとまら

ない場合もいくつかあった。

モデルは研究者の人柄の反映でもある。研究者

・がモデルを創造し動かすのであってモデルが研究

者を動かすのであってはいけない。

日本にあって北海道には独特の夢を見るような

空間があるように思える。北大農経の研究者も学

生もこの夢見る空間を最大限に利用することによっ

て大きな学問的な或いは現世的な成果をあげられ

ることを希望する。

結

注1)ヘディ教授と共著の「AgriculturalProduction 

Functions」 （アイオア州立大学出版社）が

出たのが1961年であったと記憶している。

注2) この走り書きは、多分サミュエルソソ教授のも

のだったと記憶しているが匿名のレフリーの名

は断定出来ない。

（平成6年2月10日受理）
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